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農
業
協
同
組
合
法
公
布
記
念
日
に
伴
い
11
月
19
日
、
Ｊ

Ａ
さ
ら
べ
つ
で
は
記
念
行
事
と
し
て
「
一
日
役
職
員
」
を

実
施
し
た
。
こ
の
行
事
は
、
組
合
員
の
皆
様
に
Ｊ
Ａ
事
業

内
容
の
理
解
を
求
め
る
と
共
に
、
今
後
の
運
営
に
活
用
し

て
い
く
目
的
と
し
て
実
施
さ
れ
、
今
年
で
17
回
目
と
な
っ

た
。

　

今
年
は
、
農
事
組
合
長
会
よ
り
２
名
、
Ｊ
Ａ
青
年
部
よ

り
５
名
、
Ｊ
Ａ
女
性
部
よ
り
３
名
が
出
席
。
業
務
開
始
時

刻
と
共
に
朝
礼
が
行
な
わ
れ
、
細
矢
組
合
長
よ
り
出
席
者

一
人
ひ
と
り
に
委
嘱
状
が
手
渡
さ
れ
た
。
細
矢
組
合
長
挨

拶
と
続
き
、
そ
の
後
、
応
接
室
に
場
所
を
移
し
て
「
一
日

役
職
員
企
画
会
議
」
が
開
催
さ
れ
記
念
行
事
の
日
程
や
概

要
説
明
等
が
な
さ
れ
た
。
一
日
役
職
員
の
皆
様
は
会
議
終

了
後
そ
れ
ぞ
れ
の
部
署
に
分
か
れ
業
務
を
開
始
。
常
勤
役

員
、
参
事
、
各
部
長
の
説
明
を
受
け
な
が
ら
決
裁
文
書
等

に
目
を
通
し
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
実
務
を
行
な
っ

た
。

　

約
40
分
の
実
務
の
後
、
引
き
続
き
行
な
わ
れ
た
「
Ｊ
Ａ

施
設
見
学
」
で
は
、
始
め
に
現
在
稼
働
中
の
Ｊ
Ａ
配
合
肥

料
の
製
造
工
場
や
、
今
年
２
月
に
完
成
し
た
第
10
工
場
（
新

穀
類
乾
燥
調
製
施
設
）
や
食
用
馬
鈴
し
ょ
選
果
場
な
ど
の

利
用
倉
庫
施
設
を
見
学
。
そ
の
後
バ
ス
で
移
動
し
、
堆
肥

製
造
施
設
や
独
身
職
員
用
住
宅
な
ど
も
見
学
し
た
。

　

最
後
に
、
本
所
事
務
所
に
戻
り
「
終
了
セ
レ
モ
ニ
ー
」

が
行
な
わ
れ
、
一
日
組
合
長
を
務
め
た
田
井
輝
男
農
事
組

合
長
会
会
長
（
更
別
東
）
が
「
本
日
は
、
職
員
の
皆
様
が

普
段
行
な
っ
て
い
る
業
務
に
携
わ
り
、
と
て
も
貴
重
な
体

験
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
施
設
見
学
で
は
、
新
工

場
の
様
々
な
作
業
工
程
を
見
て
、
改
め
て
安
心
し
て
出
荷

で
き
る
施
設
と
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
も

Ｊ
Ａ
さ
ら
べ
つ
の
経
営
に
協
力
と
努
力
を
し
て
い
き
た

い
」
と
挨
拶
。
記
念
行
事
の
全
日
程
が
終
了
し
た
。

代表理事組合長　田井　輝男さん（更別東）

農事組合長会会長

専務理事　渡　裕美子（平和）

ＪＡ女性部部長

常務理事　本多　将裕さん（東栄）

ＪＡ青年部部長

常勤監事　井脇　健治さん（香川）

農事組合長会副会長
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　昭和22年11月19日に農業協同組合法（農協法）が制定され63年目を迎えました。制定当時は戦

争の傷跡が生々しく、日本全土が荒廃する中で、国民の食料は不足し、食料確保の必要性と併せ

て農民の自主的立場を確立するために農村の民主化が最重要課題でありました。

　このような時代背景の中から農協法が施行され、全国各地で農協が設立され、現在に至ってお

ります。

　農協は農地改革によって生まれた自作農を基本とした「農民の農民による農民のための」組織

として、人々が連帯し助け合うことを意味する「相互扶助」の精神のもとに組合員の農業経営と

生活を守り、より良い地域社会を築くことを目的とした協同組織です。

　農協法が制定されて以来、経済情勢や社会環境の変化に合わせてＪＡの事業展開や組織運営手

法の変革が求められ、時代に即した法改正によって、組合員の社会・経済的地位の向上に大きな

役割を果たして参りました。

　今、私たちは21世紀の初頭を歩んでいますが、世界に目を向けますと金融危機、食料需給のひ

っ迫、地球温暖化・環境問題等が一層深刻化し、いまだに解決の糸口を見いだせない状況にあり

ます。

　国内的には市場原理の名のもとに行き過ぎた競争社会のひずみが格差社会を生み、年金問題な

どと相まって、国民の中に不安が増大しています。このような時代に自主・自立・相互扶助精神

に基づき共生の社会をめざす協同組合組織に対する期待はますます大きくなっています。

　私たちは平成21年、「第26回ＪＡ北海道大会」を開催し、共同の力で築く「あすの食をささえ

る北海道農業」をテーマに、組合員に基軸を置き、北海道農業・ＪＡが抱えるさまざまな課題の

打開と地域と消費者に対して果たすべき役割を踏まえ、『北海道農業の潜在能力のフル発揮への

挑戦』と『協同と信頼の絆で築く新時代のＪＡ』に関する決議を確認いたしました。

　今後ともＷＴＯ農業交渉はじめＥＰＡ・ＦＴＡ、景気低迷等厳しい情勢が予測されますが、組

合員、役職員皆様が農協法の目的と意義を再確認して、ＪＡが地域農業・農村振興の司令塔とし

ての役割を発揮し、充実した組織として益々発展するよう共に頑張りましょう。

農協法公布記念日にあたって

参事　道見　哲啓さん（更別）

ＪＡ青年部副部長
総務部長　田井　一彰さん（更別東）

ＪＡ青年部書記長

営農部長　水口　恵充さん（北更別）

ＪＡ青年部幹事

酪農部長　渡辺　浩明さん（更生）

ＪＡ青年部幹事

経営相談部長　吉田　富士子さん（北更別）

ＪＡ女性部副部長

購買部長　角玄　真美代さん（旭）

ＪＡ女性部会計

北海道農業協同組合中央会

　　　会　長　　飛　田　　稔　章
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Ｊ
Ａ
配
合
肥
料
（
森
田
邦
彦
工
場
長
、
従
業
員
18
名
）
の
製
造
作
業
が

11
月
16
日
か
ら
開
始
さ
れ
た
。

　

今
回
製
造
す
る
の
は
、
馬
鈴
し
ょ
用
、
甜
菜
用
、
豆
類
用
、
コ
ー
ン
類

用
、
牧
草
用
、
小
麦
の
追
肥
用
の
配
合
肥
料
で
、
昨
年
よ
り
２
種
類
多
い

全
29
種
類
、
約
24
万
６
千
袋
（
５
０
０
㌔
パ
ッ
ク
＝
20
㌔
換
算
）
の
製
造

を
予
定
し
て
い
る
。

　

製
造
期
間
中
、
従
業
員
が
２
班
に
分
か
れ
一
週
間
間
隔
で
交
代
し
作
業

を
進
め
、
原
料
タ
ン
ク
か
ら
供
給
さ
れ
各
肥
料
の
成
分
に
合
わ
せ
て
混
合

し
た
肥
料
を
、
計
量
機
で
20
㌔
や
５
０
０
㌔
に
計
量
し
袋
詰
め
を
行
な
う
。

袋
詰
め
し
た
肥
料
は
、
生
産
者
自
ら
の
引
取
り
か
運
送
会
社
に
よ
っ
て
配

送
さ
れ
、
生
産
者
宅
で
保
管
。
来
年
春
の
播
き
付
け
時
に
使
用
さ
れ
る
事

に
な
る
。

　

製
造
作
業
は
来
年
２
月
中
旬
ま
で
続
く
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

　

Ｊ
Ａ
さ
ら
べ
つ
農
業
機
械
早
期
予
約
展
示
会
及
び
ス
タ
ン

ド
売
出
し
が
11
月
８
・
９
日
の
両
日
、
Ｊ
Ａ
駐
車
場
を
会
場

に
開
催
し
た
。

　

展
示
会
で
は
、
ト
ラ
ク
タ
ー
や
ポ
テ
ト
ハ
ー
ベ
ス
タ
ー
、

全
自
動
ビ
ー
ト
移
植
機
な
ど
の
大
型
農
機
具
を
は
じ
め
、
肥

料
分
配
機
や
苗
運
搬
分
割
機
な
ど
の
小
型
農
機
具
ま
で
、

様
々
な
種
類
の
農
業
機
械
が
展
示
さ
れ
、
来
場
者
の
問
い
合

わ
せ
に
各
出
展
メ
ー
カ
ー
の
担
当
者
ら
が
説
明
に
あ
た
っ

た
。
会
場
で
は
こ
の
他
、
自
動
車
メ
ー
カ
ー
各
社
に
よ
る
新

車
自
動
車
の
展
示
が
行
な
わ
れ
、
会
場
内
を
賑
や
か
な
雰
囲

気
に
さ
せ
た
。

　

ま
た
、
同
時
開
催
さ
れ
た
ス
タ
ン
ド
の
売
出
し
で
は
、
バ

　

平
成
22
年
度
秋
の
廃
プ
ラ
回
収
作
業
が
11
月
８
日
か
ら
４
日
間
に
分
け

て
行
な
わ
れ
た
。
今
年
６
月
に
行
な
わ
れ
た
廃
プ
ラ
回
収
に
続
き
、
年
内

２
度
目
の
実
施
と
な
っ
た
。

　

回
収
し
た
の
は
、
使
用
済
み
の
マ
ル
チ
、
牧
草
の
ラ
ッ
プ
フ
ィ
ル
ム
、

パ
ッ
ク
、
肥
料
袋
な
ど
で
、
そ
れ
ぞ
れ
生
産
者
宅
で
パ
ッ
ク
に
詰
め
た
後
、

各
会
館
に
持
ち
込
ま
れ
た
。
各
会
館
で
は
担
当
職
員
が
生
産
者
と
共
に
ト

ラ
ッ
ク
の
荷
台
か
ら
降
ろ
し
、
一
つ
ひ
と
つ
に
生
産
者
名
を
記
入
す
る
。

そ
の
後
は
、
運
送
会
社
に
よ
っ
て
回
収
さ
れ
、
苫
小
牧
市
の
㈱
苫
小
牧
清

掃
社
や
、
清
水
町
の
社
会
福
祉
法
人
清
水
旭
山
学
園
に
搬
送
す
る
。
尚
、

回
収
し
た
廃
プ
ラ
は
主
に
固
形
燃
料
と
し
て
再
利
用
さ
れ
る
。

　

昨
年
実
施
し
た
冬
の
回
収
作
業
で
は
、
初
雪
が
降
り
会
館
に
持
ち
こ
ま

れ
た
廃
プ
ラ
に
雪
が
積
も
る
条
件
の
中
で
実
施
さ
れ
た
が
、
今
年
は
天
候

に
も
恵
ま
れ
、
予
定
さ
れ
た
日
程
通
り
に
全
て
の
作
業
が
終
了
し
た
。

　

若
妻
す
み
れ
会
（
中
屋
敷
朝
子
会
長
、
会
員
26
名
）
は
11
月

５
日
、
更
別
村
農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
に
て
ス
ポ
ー

ツ
交
流
会
を
開
催
し
た
。
同
交
流
会
は
、
会
員
同
士
の
交
流
を

深
め
、
ま
た
、
日
頃
の
運
動
不
足
解
消
や
体
力
作
り
を
目
的
と

し
て
、
例
年
11
月
に
開
催
し
て
い
る
。

　

今
年
は
９
名
の
会
員
が
参
加
。
３
人
１
組
に
分
か
れ
ミ
ニ
バ

レ
ー
で
汗
を
流
し
た
。
会
員
達
は
時
折
休
憩
を
交
え
な
が
ら
約

２
時
間
に
渡
り
「
試
合
」
を
行
な
い
、
コ
ー
ト
の
内
外
か
ら
は

終
始
歓
声
や
笑
い
声
が
飛
び
か
っ
て
い
た
。
短
い
時
間
で
は
あ

っ
た
が
会
員
達
は
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
交
流
を
深
め
た
様
子

だ
っ
た
。

　

更
別
村
農
業
青
色
申
告
会
（
若
園
芳
一
会
長
）
は
11
月
26
日
、
Ｊ

Ａ
研
修
室
に
お
い
て
代
議
員
な
ど
12
名
が
出
席
し
「
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
講

習
会
」
を
開
催
し
た
。

　

帯
広
税
務
署
個
人
課
税
第
一
部
門
統
括
国
税
調
査
官
の
小
田
稔
氏

と
、
上
席
国
税
調
査
官
の
大
西
秀
之
氏
を
講
師
に
招
き
、
「
確
定
申

告
書
等
の
申
請
書
を
自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
で
作
成
し
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
通
し
て
申
告
す
る
シ
ス
テ
ム
『
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
』
」
の
使
い
方
に
つ

い
て
、
約
２
時
間
に
渡
り
説
明
が
な
さ
れ
た
。

　

始
め
に
、
小
田
統
括
国
税
調
査
官
が
「
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
の
概
要
を
実

際
に
パ
ソ
コ
ン
を
通
し
て
見
て
い
た
だ
き
、
簡
単
に
申
告
書
が
作
成

で
き
る
事
を
体
験
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
挨
拶
。
そ
の
後
早
速
講

習
会
へ
と
移
っ
た
。

　

講
習
会
で
は
、
大
西
上
席
国
税
調
査
官
が
実
際
に
パ
ソ
コ
ン
を
使

用
し
な
が
ら
進
め
て
い
き
、
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
に
よ
る
申
告
書
の
作
成
か

ら
送
信
ま
で
一
連
の
操
作
方
法
を
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
で
映
し
て
説
明

　

本
年
産
農
産
物
の
収
穫
作
業
も
残
り
わ
ず
か
に
な
る
中
、
豆

類
で
は
最
後
と
な
る
「
大
豆
」
の
収
穫
が
10
月
23
日
か
ら
開
始

さ
れ
、
Ｊ
Ａ
の
コ
ン
バ
イ
ン
が
稼
働
し
担
当
職
員
ら
が
作
業
に

あ
た
っ
た
。

　

今
年
は
10
戸
の
生
産
者
に
よ
り
30
・
77
㌶
が
作
付
け
さ
れ
て

お
り
、
各
圃
場
で
は
、
担
当
職
員
ら
に
よ
っ
て
水
分
や
収
穫
し

た
際
の
汚
粒
状
態
な
ど
の
品
質
確
認
が
行
な
わ
れ
、
収
穫
適
期

に
達
し
た
大
豆
か
ら
随
時
収
穫
し
て
い
く
。
収
穫
す
る
コ
ン
バ

イ
ン
は
小
麦
の
刈
取
り
と
兼
用
で
、
刈
取
部
（
ヘ
ッ
ダ
）
を
付

替
え
て
作
業
す
る
。
刈
取
部
の
テ
ー
ブ
ル
幅
は
５
・
１
㍍
あ
り

一
度
に
８
畦
ず
つ
刈
取
っ
て
い
く
。

　

今
年
の
収
穫
作
業
は
、
収
穫
時
期
の
天
候
に
も
恵
ま
れ
た
事

も
あ
り
、
昨
年
よ
り
大
幅
に
早
い
10
月
31
日
に
全
て
が
終
了
し

た
。 本

年
産
大
豆
収
穫
終
了

若
妻
す
み
れ
会
ス
ポ
ー
ツ
交
流
会
開
催

更
別
村
農
業
青
色
申
告
会
講
習
会
開
催

秋
の
廃
プ
ラ
回
収
作
業
実
施

農
業
機
械
早
期
予
約
展
示
会 

　
　
　
　
　
　
　
　

及
び　

ス
タ
ン
ド
売
出
し
開
催

Ｊ
Ａ
配
合
肥
料
製
造
作
業
開
始

に
あ
た
っ
た
。
参
加
し
た

代
議
員
は
、
各
自
持
参
し

た
パ
ソ
コ
ン
を
使
用
し
説

明
に
添
っ
て
パ
ソ
コ
ン
を

操
作
。
そ
れ
ぞ
れ
が
自
ら

の
申
告
書
を
作
成
し
た
。

　

代
議
員
相
互
に
教
え
合

っ
た
り
す
る
姿
や
、
大
西

上
席
国
税
調
査
官
が
個
別

に
説
明
す
る
場
面
な
ど
も

あ
り
、
終
始
真
剣
な
表
情

の
中
で
講
習
会
は
進
め
ら

れ
た
。

ッ
テ
リ
ー
や
カ
ー
用

品
、
営
農
資
材
な
ど

の
他
、
ス
タ
ッ
ド
レ

ス
タ
イ
ヤ
の
販
売
が

行
な
わ
れ
、
各
担
当

者
ら
が
説
明
に
あ
た

っ
た
。

　

開
催
期
間
中
は
両

日
と
も
に
生
憎
の
雨

に
見
ま
わ
れ
、
来
場

者
の
足
に
影
響
を
与

え
る
こ
と
が
懸
念
さ

れ
た
が
、
雨
対
策
を

し
た
来
場
者
が
次
々

と
会
場
を
訪
れ
賑
わ

い
を
み
せ
て
い
た
。

ＪＡさらべつ　topicsＪＡさらべつ　topics

67



　

更
別
和
牛
改
良
組
合
（
松
橋
昌
和
組
合
長
）
は
11
月
10
・
11
日
の
日
程
で
、

生
産
者
６
名
が
参
加
し
、
更
別
和
牛
改
良
組
合
視
察
研
修
会
を
実
施
し
た
。

　

始
め
に
美
瑛
町
に
あ
る
フ
ァ
ー
ム
ズ
千
代
田
を
訪
ね
、
農
場
な
ど
を
視
察
し

た
。
フ
ァ
ー
ム
ズ
千
代
田
は
25
名
の
社
員
が
勤
め
、
び
え
い
和
牛
と
し
て
繁
殖

か
ら
肥
育
ま
で
の
一
環
経
営
を
営
み
、
更
に
レ
ス
ト
ラ
ン
や
観
光
農
園
と
い
っ

た
多
目
的
な
分
野
で
実
績
を
上
げ
て
い
る
。

　

社
長
の
高
橋
さ
ん
は
現
在
６
つ
の
部
門
に
力
を
入
れ
て
お
り
、
①
和
牛

４
０
０
頭
の
雌
の
繁
殖
、
②
Ｆ
１
部
門
に
お
い
て
は
所
有
種
雄
牛
の
評
価
を
す

る
上
で
買
取
り
し
肥
育
成
績
を
上
げ
る
、
③
ふ
れ
あ
い
農
場
に
つ
い
て
は
、
ヤ

ギ
や
綿
羊
、
ア
ヒ
ル
等
に
触
れ
合
い
、
乗
馬
も
出
来
る
、
④
堆
肥
施
設
は
発
酵

し
た
堆
肥
の
販
売
を
行
な
う
、
⑤
レ
ス
ト
ラ
ン
の
経
営
、
⑥
人
工
授
精
所
を
持

ち
所
有
牛
で
あ
る
「
悠
照
」
の
精
液
販
売
を
行
な
う
。
ま
た
、
北
海
道
生
ま
れ

の
和
牛
を
作
り
受
胎
率
を
高
め
枝
肉
重
量
の
取
れ
る
種
雄
牛
と
し
て
高
い
評
価

が
得
ら
れ
る
よ
う
目
指
す
。
と
説
明
し
た
。

　

次
に
、
上
士
幌
町
の
Ｊ
Ａ
全
農
Ｅ
Ｔ
セ
ン
タ
ー
を
視
察
し
た
。
同
セ
ン
タ
ー

で
は
供
卵
牛
と
し
て
６
２
０
頭
、
受
卵
牛
と
し
て
１
２
０
０
頭
を
飼
養
し
、
週

３
回
の
採
卵
を
実
施
し
て
い
る
。
１
頭
の
牛
で
１
産
後
80
日
間
隔
、
年
４
回
採

卵
し
廃
用
に
な
る
ま
で
行
な
っ
て
い
る
。
採
卵
し
た
卵
は
平
均
Ａ
ラ
ン
ク
（
不

　

更
別
村
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
改
良
同
志
会
（
山
崎
靖
会
長
）
は
10
月
22
日
、

会
員
６
名
ら
が
参
加
し
十
勝
農
業
協
同
組
合
連
合
会
農
産
化
学
研
究
所

に
て
会
員
勉
強
会
を
開
催
し
た
。

　

今
回
の
勉
強
会
で
は
、
土
壌
診
断
を
希
望
す
る
会
員
が
事
前
に
採
取

し
た
土
壌
サ
ン
プ
ル
の
検
査
結
果
を
も
と
に
、
同
研
究
所
の
方
が
直
接

「
草
地
更
新
」
「
管
理
維
持
」
に
つ
い
て
指
導
を
行
な
っ
た
。

　

そ
の
中
で
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
何
点
か
上
げ
、
・
草
地
更
新
の
際
は
土

壌
Ｐ
Ｈ
の
改
良
目
標
を
６
・
５
と
し
、深
度
15
～
20
㌢
ま
で
改
良
す
る
。・

Ｐ
Ｈ
が
低
い
と
肥
効
率
が
低
下
し
作
物
の
生
育
が
阻
害
さ
れ
雑
草
の

侵
入
が
進
む
。
・
草
地
は
７
～
８
年
目
か
ら
シ
バ
ム
ギ
が
急
激
に
増
え

る
た
め
、
８
～
10
年
目
の
更
新
を
目
安
に
す
る
。
・
更
新
時
の
施
肥
は

春
と
秋
で
１
対
１
に
な
る
よ
う
に
分
肥
す
る
。
ま
た
、
タ
ン
カ
ル
は
効

果
が
遅
い
の
で
前
年
秋
に
散
布
す
る
。
・
前
年
秋
に
で
き
な
い
場
合
は
、

効
果
が
す
ぐ
出
や
す
い
消
石
灰
を
春
に
代
用
す
る
。
・
苦
土
と
カ
リ
ウ

ム
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
る
と
、
苦
土
が
土
壌
中
に
あ
っ
て
も
植
物
が
吸

収
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
・
更
新
す
る
際
に
は
土
壌
中
に
リ
ン
酸

　

種
馬
鈴
し
ょ
生
産
部
会
（
福
田
隆
幸
部
会
長
）
は
、
10
月
27
日
か
ら
29

日
の
日
程
で
道
外
視
察
研
修
を
実
施
し
、
種
馬
鈴
し
ょ
生
産
者
17
名
が
参

加
の
も
と
、
㈱
ク
ボ
タ
堺
製
造
所
（
大
阪
府
）
や
築
地
市
場
（
東
京
都
）

な
ど
を
視
察
し
た
。

　

㈱
ク
ボ
タ
堺
製
造
所
で
は
、
始
め
に
ク
ボ
タ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
杉
本

吉
昭
所
長
に
よ
っ
て
概
要
説
明
を
受
け
た
。
同
製
造
所
で
は
、
現
在
、
主

に
ト
ラ
ク
タ
ー
や
デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン
の
製
造
を
行
な
っ
て
お
り
、
敷

地
面
積
６
万
坪
（
甲
子
園
球
場
の
約
５
倍
）
、
従
業
員
数
２
３
５
０
名
に

よ
っ
て
作
業
が
進
め
ら
れ
て
い
た
。
同
製
造
所
で
は
、
ト
ラ
ク
タ
ー
１
台

を
約
４
分
間
で
完
成
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
な
生
産
能
力
を
兼
ね
備
え
て
お

り
、
今
年
の
生
産
累
計
台
数
は
同
じ
く
堺
市
に
あ
る
堺
臨
海
工
場
や
筑
波

工
場
と
合
わ
せ
、
ト
ラ
ク
タ
ー
３
５
０
万
台
、
エ
ン
ジ
ン
２
億
５
千
万
台

の
実
績
に
及
ん
で
い
る
。
概
要
説
明
の
後
は
、
杉
本
所
長
の
案
内
で
施
設

　

食
用
馬
鈴
し
ょ
生
産
部
会
（
高
畑
幸
夫
部
会
長
）
は
、
10
月
29

日
か
ら
31
日
の
３
日
間
、
兵
庫
県
神
戸
市
で
開
催
さ
れ
た
「
コ
ー

プ
こ
う
べ
北
海
道
ま
つ
り
」
で
応
援
販
売
を
行
な
い
、
高
畑
部
会

長
、
角
玄
勝
信
副
部
会
長
、
Ｊ
Ａ
担
当
職
員
が
参
加
し
、
更
別
産

フ
ー
ド
プ
ラ
ン
メ
ー
ク
イ
ン
の
Ｐ
Ｒ
を
行
な
っ
た
。

　

開
催
期
間
中
、
神
戸
市
内
の
ス
ー
パ
ー
で
は
、
Ｊ
Ａ
さ
ら
べ
つ

を
含
め
全
道
４
Ｊ
Ａ
の
生
産
者
な
ど
各
地
区
の
代
表
者
が
店
頭
に

立
ち
、
メ
ー
ク
イ
ン
や
男
爵
、
玉
葱
の
栽
培
方
法
や
特
徴
に
つ
い

て
消
費
者
に
説
明
。
そ
れ
ぞ
れ
試
食
を
交
え
な
が
ら
Ｐ
Ｒ
販
売
を

行
な
っ
た
。

　

店
頭
で
は
、
高
畑
部
会
長
や
角
玄
副
部
会
長
ら
が
日
頃
の
感
謝

を
込
め
、
消
費
者
に
丁
寧
な
説
明
を
行
な
い
、
ま
た
、
Ｐ
Ｒ
方
法

も
商
品
の
展
示
方
法
に
注
意
し
、
試
食
に
つ
い
て
も
時
間
帯
や
天

候
な
ど
を
考
え
、
量
を
調
節
す
る
な
ど
、
様
々
な
工
夫
を
こ
ら
し

た
Ｐ
Ｒ
販
売
を
行
な
っ
た
。

　

実
際
に
購
入
し
た
消
費
者
か
ら
は
、
第
一
に
安
心
・
安
全
（
フ

更別村ホルスタイン改良同志会

　　　　　　　　　　　会員勉強会 「土壌診断」 などの指導受ける

種馬鈴しょ生産部会

　　　　　　　　道外視察研修 「㈱クボタ堺製造所」 など視察

更別和牛改良組合

　　　　　　　　視察研修会 「ファームズ千代田」 など視察」

食用馬鈴しょ生産部会

　　　　　　　　「コープこうべ北海道まつり」 で応援販売

が
含
ま
れ
て
い
て
も
投
入
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
・
一

般
項
目
の
養
分
状
態
が
基
準

外
で
あ
っ
て
も
大
幅
な
差
が

な
け
れ
ば
牧
草
の
品
質
に
問

題
は
な
い
。
・
草
地
の
施
肥

標
準
量
は
植
生
に
応
じ
て
設

定
さ
れ
て
い
る
た
め
植
生
タ

イ
プ
を
必
ず
報
告
す
る
こ

と
（
マ
メ
科
は
あ
ま
り
窒
素

を
必
要
と
し
て
い
な
い
の
で

施
肥
量
が
変
わ
っ
て
く
る
）
。

と
そ
れ
ぞ
れ
詳
し
く
説
明
が

な
さ
れ
た
。

ー
ド
プ
ラ
ン
商
品
）

を
考
え
、
次
に
傷
が

少
な
く
見
た
目
の
良

い
商
品
を
選
ぶ
と
い

っ
た
姿
が
見
受
け
ら

れ
、
価
格
に
よ
る
消

費
低
迷
は
あ
ま
り
感

じ
ら
れ
な
い
様
子
だ

っ
た
。
開
催
期
間
を

通
し
メ
ー
ク
イ
ン
を

は
じ
め
と
す
る
販
売

し
た
農
産
物
は
ど
れ

も
順
調
な
売
行
き
と

な
っ
た
。

純
物
、
汚
れ
等
の
無
い
も
の
）
５

個
位
で
凍
結
さ
せ
て
活
用
し
、
残

り
の
Ｂ
ラ
ン
ク
は
生
で
活
用
し
て

い
る
。
ま
た
、
育
種
価
の
高
い
雌

牛
を
導
入
し
、
流
通
す
る
精
液
で

Ｅ
Ｔ
を
行
な
っ
て
い
る
が
、
人
気

の
先
取
り
と
は
な
ら
な
い
が
、
３

元
交
配
で
選
定
を
行
な
っ
て
い

る
。
現
在
、
受
精
卵
シ
ス
テ
ム
と

し
て
同
職
員
が
現
地
で
生
卵
を
移

植
す
る
巡
回
作
業
を
行
な
い
、
乳

牛
や
肉
牛
、
Ｆ
１
に
移
植
し
、
優

良
な
系
統
の
増
殖
と
有
利
販
売
に

向
け
て
の
事
業
展
開
を
行
な
っ
て

い
る
。 を

見
学
。
工
場
内
に
入
り
、

各
種
部
品
の
製
造
や
組
立

て
、
検
査
ラ
イ
ン
に
い
た

る
ま
で
一
連
の
製
造
工
程

の
説
明
を
受
け
た
。

　

東
京
都
で
は
、
築
地
市

場
を
視
察
。
東
京
シ
テ
ィ

青
果
㈱
の
藤
沢
課
長
よ
り

説
明
を
受
け
た
。
現
在
市

場
外
流
通
が
増
え
取
扱
量

が
減
少
傾
向
に
あ
る
が
、

そ
の
中
に
お
い
て
、
取
引

か
ら
支
払
い
ま
で
を
３
日

以
内
に
行
な
う
早
さ
が
市

場
の
強
み
で
あ
る
等
、
特

徴
に
つ
い
て
説
明
を
受
け

た
。
そ
の
後
、
場
内
を
見

学
し
視
察
研
修
は
終
了
し

た
。
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酪農部からのお知らせ！
　

Ｊ
Ａ
利
用
倉
庫
第
10
工
場
で
は
豆

類
の
紙
袋
詰
め
作
業
が
順
調
に
行
な

わ
れ
て
い
る
。
従
来
、
職
員
や
ア
ル

バ
イ
ト
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
て
い
た

作
業
は
、
現
在
、
新
工
場
建
設
に
伴

い
新
た
に
導
入
し
た
ロ
ボ
ッ
ト
に
よ

っ
て
行
な
わ
れ
て
お
り
、
こ
の
日

（
11
月
19
日
）
は
大
手
亡
の
紙
袋
詰

め
作
業
の
最
中
だ
っ
た
。

　

作
業
工
程
は
、
手
選
別
作
業
な
ど

を
終
え
た
豆
が
様
々
な
搬
送
ラ
イ
ン

を
通
り
、
「
自
動
原
料
給
袋
装
置
」

に
供
給
さ
れ
、
紙
袋
に
詰
め
ら
れ
縫

わ
れ
る
。
そ
の
後
、
「
Ｘ
線
異
物
検

査
装
置
」
を
通
り
、
製
品
の
中
の
異

物
を
検
査
。
異
物
が
確
認
さ
れ
た
場

合
搬
送
ラ
イ
ン
か
ら
は
じ
か
れ
る
様

に
な
っ
て
い
る
。
「
重
量
チ
ェ
ッ
カ

ー
」で
再
度
製
品
の
重
量
を
計
測
し
、

最
後
に
「
ロ
ボ
ッ
ト
パ
レ
タ
イ
ザ
ー
」

で
パ
レ
ッ
ト
に
積
ま
れ
る
。
「
ロ
ボ

ッ
ト
パ
レ
タ
イ
ザ
ー
」
は
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
変
更
す
る
事
に
よ
っ
て
、
（
１

段
あ
た
り
）
６
本
積
み
や
９
本
積
み

な
ど
用
途
に
あ
わ
せ
た
積
み
方
が
可

能
と
な
る
。

　

こ
の
施
設
で
は
、
１
時
間
あ
た
り

４
０
０
～
４
５
０
袋
の
早
さ
で
製
品

が
作
ら
れ
て
お
り
、
注
文
に
応
じ
て

金
時
、
小
豆
な
ど
の
紙
袋
詰
め
作
業

も
行
な
わ
れ
る
。

【お問合せ】
　　　　ＪＡさらべつ酪農部酪農課　　ＴＥＬ　５２- ２１７１

①

豆類紙袋詰めロボット稼働中

　

こ
の
程
、
島
武
男
さ
ん
（
更
南
）
が
Ｊ
Ａ
さ
ら
べ
つ

を
訪
れ
、
蒸
気
機
関
車
の
模
型
（
Ｃ
62
つ
ば
め
）
を
寄

贈
し
た
。
島
さ
ん
は
約
２
年
間
を
費
や
し
自
作
で
２
台

の
模
型
を
製
作
し
た
。
模
型
は
ラ
イ
ト
の
点
滅
や
車
輪

が
回
る
な
ど
忠
実
に
再
現
さ
れ
て
い
る
。

　

完
成
し
た
２
台
の
う
ち
１
台
は
、
今
年
６
月
に
更
別

小
学
校
に
寄
贈
。
今
回
も
う
１
台
を
Ｊ
Ａ
さ
ら
べ
つ
に

寄
贈
し
た
。
島
さ

ん
は
「
今
で
は
見

る
こ
と
が
で
き
な

い
Ｓ
Ｌ
を
、
模
型

を
通
し
て
見
る
こ

と
に
よ
り
、
昔
の

生
活
や
歴
史
を
知

っ
て
も
ら
い
た

い
。
後
世
ま
で
Ｓ

Ｌ
が
語
り
継
が
れ

れ
ば
」と
話
し
た
。

　

模
型
は
、
貯
畜

共
済
課
の
貯
金
カ

ウ
ン
タ
ー
上
に
展

示
さ
れ
て
い
る
。

蒸
気
機
関
車
模
型
展
示

②③

④⑤
【ライン説明】
①　「自動原料給袋送致」　自動的に紙袋
　　が供給され豆が詰められる
②　〝紙袋を縫うミシン〟　次々と紙袋の
　　口が縫われる
③　「Ｘ線異物検査装置」　豆以外の物を
　　検知しライン上からはじく
④　全ての検査を終え搬送ラインによっ
　　てロボットパレタイザーへ
⑤　「ロボットパレターザー」　プログラ
　　ムの変更により積み方を変更できる
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ＪＡさらべつ　contact・museumＪＡさらべつ　museum

【全体運】行動力が高まりそう。

やってみたいことがあるなら、

積極的にトライして。大掃除を

丁寧に行うと開運効果大

【健康運】ストレスの解消には、

軽い体操がオススメ

【幸運を呼ぶ食べ物】タラ

【全体運】つまらない意地を張

りやすくなっているかも。深呼

吸で気持ちを静めて。気晴らし

には神社やお寺の散策が最適

【健康運】体を動かすことで、

気力が上向きそう

【幸運を呼ぶ食べ物】おでん

【全体運】両極端に考え過ぎて

しまう時期。重要な決定は延期

した方が無難。信頼できる相手

に相談すると好結果に

【健康運】冷え対策を心掛けれ

ば体調に好影響あり

【幸運を呼ぶ食べ物】干し柿

【全体運】物事を深刻に受け止

めてしまいがち。冗談にピリピ

リせず、笑い飛ばしましょう。

気分転換には読書がベスト

【健康運】乾燥による肌荒れに

注意。まめにケアを

【幸運を呼ぶ食べ物】カマボコ

【全体運】パーティーや飲み会

など、楽しいことに縁がありそ

う。誘われたら、気軽に参加し

て。幹事を引き受けるのも吉

【健康運】暴飲暴食にご用心。

適度な休息も必須

【幸運を呼ぶ食べ物】カボチャ

【全体運】感情的になりやすい

かも。ささいなことでイライラ

せず、笑顔を大切に。リラック

スするには、趣味を満喫して

【健康運】おおむね良好。スポ

ーツを始めるのも○

【幸運を呼ぶ食べ物】煮干し

【全体運】コミュニケーション

運が華やぐ兆し。初対面の相手

ともスムーズに話が弾みそう。

小旅行やドライブにもツキ

【健康運】ちょっとしたけがに

気をつけて、慎重に

【幸運を呼ぶ食べ物】数の子

【全体運】ゆったり過ごせそう。

習い事を楽しむなど、プライベ

ートの充実を図ってみて。買い

物も満足のいくものに

【健康運】健康に良いという食

材を試してみると◎

【幸運を呼ぶ食べ物】水炊き

【全体運】新しい挑戦をしたり、

自己主張するのに向いていると

き。以前、失敗したことに再ト

ライするのも大賛成

【健康運】体重増を招きがち。

適度に運動すること

【幸運を呼ぶ食べ物】ゴボウ

【全体運】人当たりが良くなっ

ていて、周りから頼られるはず。

親切心を発揮して。裏方的な仕

事も引き受けるのが正解

【健康運】過信は禁物。十分な

休息を取ると開運に

【幸運を呼ぶ食べ物】だて巻き

【全体運】さまざまなことに興味

を引かれそう。情報収集をした

り、経験者の話を聞いたりする

と参考に。友人との交流も幸運

【健康運】不規則な生活は×。

体調管理を忘れずに

【幸運を呼ぶ食べ物】ハクサイ

【全体運】頑固になりやすい傾

向がチラリ。人の話にも謙虚に

耳を傾けて。心を静めるにはク

ラシック音楽を聴くのが有効

【健康運】ストレッチなどで体

をほぐせば、安泰

【幸運を呼ぶ食べ物】小松菜

牡羊座
3/21～4/19

牡牛座
4/20～5/20

双子座
5/21～6/21

蟹座
6/22～7/22

獅子座
7/23～8/22

乙女座
8/23～9/22

天秤座
9/23～19/23

蠍座
10/24～11/22

射手座
11/23～12/21

山羊座
12/22～1/19

水瓶座
1/20～2/18

魚座
2/19～3/20
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今月のあなたの運勢12月　モナ・カサンドラ

Ｑ　二重枠に入る数字の
　　　　　　　　　　合計はいくつ？

【ルール】
（1）空いているマスに、１～９までの数字のどれかを入れ
　　ます。
（2）タテ列（９列）、ヨコ列（９列）、太線で囲まれた３×
　　３のブロック（それぞれ９マスあるブロックが９つ）
　　のいずれにも１～９までの数字が一つずつ入ります。

　　　　　　　　※答えはＰ11に掲載しております。

ちょっと休憩！頭の体操はいかがですか！

【答え】10

数独の答え

みんなのお絵描

森田夏端樹（８）

よしだあきふみ（26)

（敬省略）

数　独

細矢さくら（10)
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料理コーナー　うちのごはん

炊飯器パエリア

ニンジンのポタージュ

〈作り方〉

（1）ニンジンは皮をむき、５cm ほどを飾り用に切り分け、輪切り

　　にして抜き型で抜く。ラップに包み電子レンジで約１分加熱す

　　る。またはゆでる。

（2）残りのニンジンとタマネギは薄切りにする。型で抜いた残りの

　　ニンジンも使う。

（3）ベーコンはみじん切りにする。

（4）鍋にバターを溶かし、（2）と（3）をいためる。タマネギがし

　　んなりしたら、【Ａ】を加え、煮立てる。弱火で15分くらい煮る。

　　粗熱を取る。

（5）（4）をミキサーにかけ、滑らかにする。

（6）（5）を鍋に戻し、牛乳を入れ、弱火で沸騰の直前まで温める。塩、

　　こしょうで味を調える。器に盛り、飾り用ニンジンを飾る。

材料（４人分）※１人分約161kcal

ニンジン…２本（300g）　タマネギ…1/2個（100g）

ベーコン…１枚（20g）　バター…10g

【Ａ】湯…カップ２・1/2（500ml）

　　 スープのもと…小さじ１　ご飯…大さじ３　

牛乳…カップ２　塩…小さじ1/2　こしょう…少々

材料（４人分）※１人前約567kcal

米（米用カップ）…２カップ（360ml）　水…360ml　

エビ…４尾（120g）　蒸しホタテ（冷凍）…８個（200g）

鶏もも肉…200g　赤ピーマン…１個（100g）　ピーマン…２個

（80g）　ニンニク（みじん切り）…１片　タマネギ（みじん切

り）…半分（100g）　オリーブ油…大さじ２

【Ａ】スープのもと…小さじ１　塩…小さじ1/2

　　 トマトケチャップ…大さじ２　

レモン（４つのくし形切り）…半分

〈作り方〉

（1）エビは背ワタを取る。鶏肉はひと口大に切る。

（2）赤ピーマンは１cm 幅に切り、ピーマンは６～８つ割り

　　にする。

（3）フライパンにオリーブ油大さじ１を入れ、ニンニク、　

　　タマネギをいためる。米（とがずにそのまま）をいため、

　　炊飯器に入れる。

（4）（3）にオリーブ油大さじ1/2を足して、エビと（2）を

　　焼き、取り出す。残りの油を足し、鶏肉を焼き、取り

　　出す。（4）の全体に、塩、こしょう少々（材料外）を

　　振る。

（5）同じフライパン（洗わない）に水360mlと【Ａ】を入れて、

　　スープのもとが溶けたら（3）に、加える。そのとき、

　　炊飯器の２の目盛りの少し下になるように水加減を調

　　節する。鶏肉とホタテをのせて普通に炊く。炊き上が

　　ったら、エビをのせて10分蒸らす。

（6）具を取り出し、全体を混ぜる。器に盛り、レモンを添える。

編集後記

　早いもので今年もあと残りわずかになりました。毎月発行している広報誌も今年最後となります。そのせいもあってか、一年の経過がとても早く感じました。さて、

そんな今月号は、収穫作業終盤にあたる「大豆収穫」の記事や、秋から冬にかけて行なわれる各種研修会の様子を掲載致しました。内容の濃い行事が多かった発刊月で

した。新年号や来年１年間の広報誌はどのような内容になるのか、今から様々な行事が楽しみです。

　2011年は作柄が良く、何かと明るい話題の多い年になり、組合員の皆様や役職員の皆様、そして家族の皆様にとって健康で良い年になることを祈り今年最後の広報誌

発刊と致します。来年もまた取材に伺う際にはどうぞ宜しくお願い致します。では、みなさん良いお年を！　　　ＡＪ
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